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研究主題

幼児が夢中になって遊び、自信をもって行動するための教師の役割

1主 題設定の理 由

幼児 は、夢中になって遊ぶ 中で、好奇心を もち探究心や 自ら行動す る意欲を深め、友達や

教師 とともに過 ごす楽 しさを味わ いなが ら、様々な経験を重ね、成長 して い く。 その成長 の

過程で、目的を追求 し、挫折 や葛藤を乗 り越え、満足感や達成感を味わい、 自信 を もって行

動す る幼児 に育つ と考え る。そのためには、幼児が 自 ら環境 に働 きか け、心 と体を十分に働

かせ、夢中になって遊ぶ体験を積 む ことが大切であると考え る。

しか し、幼児の幼稚 園で生活す る姿を見 ると、なか なか遊び出せ なか った り、す ぐに遊 び

に飽 きて しま った り、友達 との トラ ブルで遊びが続かなか った りなど、夢中になって遊 び込

む姿が見 られない傾向があ る。 また、家庭において も、過保護 ・過干渉 ・放任 など、子育 て

に迷 う姿 も多 く、幼児が 自立 し自信を もって行動す ることが難 しい現状が ある。

幼児期は、人間 としての基盤 をっ くる大切な時期であ る。遊ぶ楽 しさを十分に味わ い、 自

分 の したい ことに意欲的 に取 り組み、 自信 を もって行動す る幼児を育て ることが、 自分の人

生を切 り開 き、た くま しく生 きてい く力を培 うことにっ なが ると考え る。

そ こで、幼児の内面の理解、幼児が 自ら意欲を もってかかわ りた くなる環境の構成、幼児

の活動 に応 じた適切な援助等の教師の役割を明 らかに したい と考え、 「幼児が夢 中にな って

遊び、 自信を もって行動 す るための教師の役割 」とい う研 究主題を設定 した。

皿

・-

研究の内容 ・方法

研究の概要

研究のね らい と内容

・夢中にな って遊び、自信を もって行動す るためには、幼児 自身が どの ような経験を積

んでい くことが必要 なのかを明 らか にす る。

・幼児が発達 に必要な経験 を してい くための教師の役割 を明確 に し、具体的な環境の構

成や適切な援助の在 り方を明 らかにす る。

研究の方法

0「 夢中になって遊 び自信 を もって行動す る」幼児像 を検討す る。

○事例研究により幼児が経験 している内容を とらえ、主題 に迫 る環境の構成 と教師の援

助 を考察す る。

ま と め

o幼 児が夢 中にな って遊び 自信 を もって行動す るための教師の役割
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2夢 中にな って遊び、 自信 をもって行動す る幼児の姿について

研究を始め るに当た って、主題 にかかわる幼児像を次のように とらえ た。

・興味、関心を もって自分か ら環境 にかかわ り、遊 びの楽 しさを十分 に味わ う。

・したい ことに自分な りの こだわ りを もって、試 した り、工夫 した り して取 り組む。

・葛藤体験 を乗 り越えて遊びを創 り出す意欲 を もち、体験を通 して、 自己肯定感、自己有能

感を もつ。

・一人で も、友達 と一緒で も取 り組 み、友達 と互 いに認 め合 う。

そ して、幼稚園生活の中で 「夢中になって遊び、 自信 を もって行動す る幼児」の姿は、次

ペー ジの図のよ うに培われて い くととらえた。

入園 したばか りの幼児は、幼稚園 とい う新 しい生活の場 に不安を感 じ、周 りの様子が気に

な り、なかなか遊 び出せなか った り、 どのよ うに動 いていいか迷 った りす ることがあ る。や

がて、教師や友達 、場所や物 などをよ りど ころに して安定感を得て、心を動かす魅力的な環

境があ ると、興味や関心を もって 自分か ら働 きかけて い くよ うにな る。

そ して、環境にかかわ って遊ぶ 中で、面 白さ、楽 しさを感 じるとともに、 自分の思 うよう

にな らない、友達に受 け入れ られないとい ったっまず きや葛藤を体験す る。 このような様 々

な感情体験 を通 して、教師や友達、場所や物 などをよ りどころに して、よ り遊びを楽 しくし

よ うと、障害 を乗 り越えて さ らに環境 にかかわ ってい く。

幼児 は、 このよ うに、遊 びの中で友達 とかかわ る楽 しさ、工夫 した り発 見 した りす る楽 し

さや試行錯誤す る楽 しさなどを感 じ、遊 びの 目的や方向が はっきりして くると、夢中にな っ

て遊 びに没頭 し、豊かな経験を重ね る。

夢中になって遊 び、や りとげた満足感、達成感か ら、 「自分 ってす ごいな」 「自分 ってい

いな」 と自己有能感 ・自己肯定感を味わ う。 こうして味わ った心地 よい気持ちが意欲 や態度

を は ぐくんでい く。 そ して、自信を もって新 たな遊 びに取 り組んでい く。

このよ うな姿 は、行 きっ戻 りつ しなが ら次第 に育 ってい くものであ り、夢中になって遊ぶ

ことが、そのまま自信 を もって行動す ることにつなが るのではない。

3主 題に迫 る教師の役割

主題であ る 「夢中にな って遊び、 自信を もって行動す る幼児」を育ててい くためには、幼

児 の生活の実態 に応 じて主 に次のよ うな教師の役割が あると考えた。

・新 しい環境への不安を もつ幼児には、心の安定を図るとともに、心を動か し、思わずかか

わ りた くな るよ うな環境を設定す る。

・自分 な りのや り方で、環境 に働 きかけるようになった幼児には、心の安定 を図 り、活動 の

流れや心の動 きに即 した環境を再構 成す る。興味や関心 は次々 と変化 してい くので、環境

も変化 させ る。

・遊 びの中で様 々な感情体験 を して いる幼児 には
、夢中 になって遊 び、遊 びが豊かになるよ

うな環境 を構成す る。 そ して、発達 に必要 な経験がで きるように環境を工夫する。

・遊 びの楽 しさを感 じ、満足感や充実感を味 わっている幼児 には、活動す る姿を認あた り、

共感 した りして、幼児が 自分のよ さに気付 けるよ うにす る。
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夢中になって遊び、自信をもって行動する幼児
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4事 例研究

研究主題に迫 るために、次の ような手順で事例研究を進めた。

(1)研 究員在籍園で研究保育を行い、観察対象児を中心 とした行動観察記録 をとる。

(平成12年6月 事例1、3)

(2)各 研究員の実践記録 を持 ち寄 る。(事 例2、4、5、6)

(3)(1)② の記録 を、

① 観察対象児 はどのよ うな興味 ・関心を もってい るか。

② 観察対象児の幼稚園や家庭 ・地域での生活体験 は、記録 された姿 とどのようにかかわ っ

ているか。

③ 観察対象児 は環境(物 、場、時閤等)に どのよ うにかかわ ってい るか。

④ 観察対象児 は周囲の人(幼 児、教師)に どのよ うにかかわ ってい るか。

の4点 か ら分析す る。

!4!分 析 した結 果を考察 し、場や物 とのかかわ り、友達 や教師 とのかかわ りなどの観点か ら

観察対象児が経験 している内容を明 らか にす る。

(5)観 察対象児が経験 している内容を踏 まえて、主題に迫 る幼児 を育て るためには具体的 に

どのよ うな環境の構成や援助が必要 であるかを考察 し、 「教師の役割」を明 らかにす る。

なお、事例1、4、5の 分析で○数字の後の記号 は、以下の ように分析の視点の略号 であ

る。

(興)… …観察対象児の興味 ・関心

(生)… …観察対象児の生活の仕方

(環)… …観察対象児の環境へのかかわ り方

(人)… …観察対象児の人 とのかかわ り方

1)
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(1)3歳 児

事例1教 師をよ りどころに して安定す る場 を見つけ、動 き始めた事例 〔3年 保育3歳 児

幼 児 の 姿

①A児 は保育室が 見渡せ る場でテーブルの前に座 り、他児の様子や教

師の動 きを見て いる。

②教師が 「昨 日のあるよ。」 と、 カ ップの入 った段 ボール箱を出す と

A児 は 「一人でや りたい。 」 とカ ップをテーブル に並べは じめ る。

③B児 が箱か らカップを 出す と、A児 「い らないの。」 と投 げる。

④教師が 「一人で したいの。 じゃあお客さん にな って買いに くるね。」

「なに味があ りますか、いち ごかな、メロ ンかな。」 と言 うとA児

は 「もっといろい ろ作 ろうかな。」 と答 える。

⑤A児 が教師に 「はい。」 と、カ ップを手渡す。教 師が 「おい しいで

すね。」 と答え るとうれ しそ うに笑 う。

⑥ テーブルの前に来たC児 の言葉を、教師が 「何屋 さんですか って聞

いて るよ。」 と伝え ると、A児 は 「か き氷屋 さん。」 と答え る。教

師が 「何がいいですか、 いちご もあ ります よ。」 とC児 に言 うと、

A児 は 「はい。」 とC児 にカ ップを渡す。

⑦教師が いな くな り、C児 が カ ップを重ね るとA児 は 「や らないで。」

と言 って、再び並べ直す。

⑧教師が来て 「レモ ンが いいですか、 いち ごですか。 」 と折 り紙 をち

ぎって渡そ うとす ると、A児 は 「い らないの。」 と受 け取 らない。

⑨ そばを離れた教師に向か って、A児 は 「い らっしゃい。」 と何 回 も

大声で呼びかける。

⑩教師が来て 「お金があれば買え るかな。」 と置いてあ った折 り紙 を

渡す と、A児 は受 け取 ってカ ップを教師 に渡す。

⑪教師がいな くな ると、A児 は折 り紙を折 って教師のところに行 き、

「お手紙です。」 と渡 して、急 いで戻 る。

⑫教師が 「今 日は大サー ビスです って。」 と言 いなが らA児 の ところ

に来て 「いち ごください。」と言 うと、うれ しそ うにカ ップを渡す。

⑬教 師が ままごとのスイカを カ ップに入れ ると 「これ はい らないの。」

と放 り投げ る。教師が携帯電話を手渡 してそばを離れ ると、一人 で

電話を使 う。

⑭D児 が段ボ ールの電車 に乗 ってそばに来たのを、 じっと見て いる。

⑮教師が来て 「A君 も乗 る?」 と聞 くと、 「か き氷屋 さん取 られ ちゃ

う。」 と答え る。

⑯教師が 「看板作 ってあげ る。」と"お やすみ"と 書いた紙を張ると、

安心 して段 ボールの電車 に乗 って走 り出す。

分

①(生)自 分の安定

①(興)周 りの様子

②(興)教 師が出 し

遊 びを始め

②(環)空 カ ップを

②③(人)自 分の思

②③⑦(人)一 人で

③⑦(人)自 分の思

る。

④(人)教 師の言葉

⑤(人)自 分か ら教

を感 じてい

⑥(人)教 師の手助

⑥(興)遊 びの楽 し

⑥(生)お 店 ごっこ

⑧(環)教 師が提案

(自分の イ

⑨(人)教 師に自分

⑨(生)遊 びのイメ

⑩(生)折 り紙をお

⑩(人)教 師が来て

⑪(環)折 り紙を手

⑪(人)教 師 に来て

⑫(人)自 分の思い

対応 して く

⑬(興)教 師が提示

⑬(環)携 帯電話 の

⑭(興)他 児の して

⑮(生)場 を離れる

⑯(生)自 分の場を

⑯(人)教 師が、 自

ことで安心

⑯(興)自 分か ら興
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6月 〕

析

す る場が ある。

や人の動 きをよ く見ている。

た空 カ ップで昨 日の遊びを思 い出 し自分か ら

る。

見立てて使 う。

いを教師や周 りの幼児 に言葉で表す。

したいという思いが ある。

い と違 うことをす る他 児のかかわ りを拒否す

を受 け 、遊 びの イ メー ジが 広 が る。

師に働 きか け、受 け入れて もらった うれ しさ

る。

けを受け、他児 とのや りとりをす る。

さを感 じ、言葉で表す。

のや りとりが分か っていて 自分で もで きる。

した折 り紙には興味を もたない。

メー ジに合わない。新 しい材料への不安。)

の ところに来てほ しい思いを言葉で伝える。

一ジ(お 店の人の言葉)で 呼 びか けている。

金に見立てたや りとりがで きる。

や りとりができ、 うれ しい と感 じて いる。

紙 に見立てて使 う工夫 を している。

ほ しい、 とい う思いを伝え る。

や、遊 びのなかの見立てを教師が受 け止め、

れた うれ しさを感 じる。

した物 で も、思いと違 う物 は拒否す る。

使 い方を知 っていて、受け入れ る。

いる ことに興味を もち自分 もした くなる。

と自分の場 所がな くなるとい う不安があ る。

確保す る"お やすみ"の 意味を知 っている。

分の気持 ちを受 け入れ、手立てを して くれた

す る。

味を もったことにかかわ って動 き出す。

経 験 し て い る 内 容

◎場 とのかかわ り

・安定で きる場であることを感 じてい る。①

・自分の場が な くなる不安を感 じて いる。⑮

・安心 して遊 んだことに満足 し、自分か ら遊

びの場を広げる。⑭⑯

◎教師 とのかかわ り

・教師が作 った きっかけを受 け入れ自分か ら

遊 びは じめる。②⑮⑯

・教師に 自分の気持 ちを素直に言葉で伝え る。

②④⑧⑨⑪⑬⑮

・自分の思いが教師に受 け入れ られた喜びを

感 じる。④⑥⑩⑫⑯

・遊びを通 して教師 とのや りとりを楽 しむ。

●oO● ○

・自分の思 いにあ った提案 を受 け入 れて遊ぶ。

o●Oo●

・自分の思 いにあ った提案、使 いたい と思 っ

た物だけを受け入れ、そ うでないことはは

っきり拒否す る。②⑧⑪⑬

◎物 とのかかわ り ・イメージの表 し方

・空カ ップや折 り紙を見立てた りイメー ジし

た りして遊びの なかに取 り入れ楽 しむ。②

⑤⑩⑪

・お店屋 さんのイメージを もって動 いた り、

言葉のや り取 りを した りす る。⑤⑥⑨⑩

・お金を使 ったや り取 り、携帯電話 など、知 っ

ていることや経験 を遊 びに生かす。⑩⑪⑬

・興味を もった物には 自分か らかかわ る。②

⑩⑬⑭⑯

◎他児 とのかかわ り

・自分の思 いと違 うことをす る他児 にかかわ

ってほ しくない気持 ちを表す。③⑦

・教師がかかわ ることで他児 とかかわる。⑥

・他児の していることに興味を もつ。⑭
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〔この事例か ら考え られ る教師の役割〕

園生活 に不安 を感 じてい る幼児が、自分か ら動 き始め られるようにす るために
⇒

ぼ く、一 人 で

や りた い の

教師をよ りどころに安心 して 自分の思いを 出 し、行動で きるよ うにす るために
⇒

先生 、おて がみ

です

こだわ りを もってい る幼児が 自分 のイメー ジや思いを表現 しなが ら遊びの楽 しさ

を味わえ るよ うにす るために

⇒

「おや すみ」だから

安心 したよ

電車 に乗 って くるね
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・自分か ら動 き出せず に不安で泣いて いた幼児が
、周 りの幼児 や教師の動 きを見なが ら過 ごせ

るようにな った変化や成長を認 めるとともに、まだ他児 とのかかわ りに不安を感 じて いる気

持 ちを受 け止め、自分だけで安心 して過 ごせ る場や遊具を保障す る。

・物 とかかわる楽 しさを感 じるきっか けとなるような素材や遊具 を提示 し
、興味や関心の表 し

方 に沿 った遊 びの提案をす る。

・自分の したいと思 って いることが十分にで きる時間を保障 し
、安心感や楽 しさを感 じ、新た

な遊具や遊 びに気持 ちを向け、 自分か ら動 き出せ るよ うに してい く。

・幼児の表情や動 きか ら気持 ちの動 きを とらえ
、それに こたえ る対応や具体 的な言葉か けを通

して、教 師との心 のつなが りが感 じられ るよ うにす る。

・幼児が 自分の思いを表現で きるよ うな自由な雰囲気 や状況を作 る
。

・教師がモデル にな り、動 き方や素材の使い方、友達 とのかかわ り方を伝え、物や人 とのかか

わ りが 自然 に生 じるよ うな雰囲気 や他児の中で も安心 してい られる場面をっ くってい く。

・教師が一緒 に遊ぶ 中で、その幼児 な りの思いを表現 した り、遊 びの イメー ジを広げた りす る

や り取 りを して遊 びの楽 しさが感 じられ るよ うにする。

・幼児が 自分の思いを自由に出 して選択で きるよう
、その幼児 な りの受 け止め方を認 める柔軟

な姿勢で材料や素材を提示す る。

・幼児の
、今までの経験か らのイメージや動 きを引 き出 し、遊 びが楽 しめ るよ うに して い く。

・その幼児な りの イメージや思 いが表現できるような素材や材料 を提示す る
。

・幼児 なりに見立てた り
、工夫 した りしていることを認め、共感 して受け入 れ、幼児の イメー

ジに添 って一緒に楽 しむ。
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事例2教 師の動 きを きっかけに、身近な環境に 自らかかわ る楽 しさを感 じてい った事例

〔3年 保育3歳 児9月 〕

教師 とB児 が砂場横 に落ちている ドングリを拾 いに行 く。それを見て、A児 はC児 と一

緒 に 「どこ行 くの。」 と聞 く。 ドング リを拾 いに行 くことを知 らせ ると、二人 は 「私 も行

く。」 と一緒に行 く。

教師が ドング リを拾 うと、 「見せて。」 とのぞ き込む。教師が 「まだあ るかな。」 と探

す と、三人 も一緒に探 し始め る。それぞれ ドングリを見付 けるたびに教師 に渡 しに来 る。

A児 も拾 った ドング リを教 師に渡す。

教師はた くさん集 まった ドングリを切 り株の上 に置 く。それを見たA児 が 「わあ。」 と

のぞ き込む。教師が 「バーベキューですよ。」 と言 いなが ら、切 り株の上で ドング リを動

かす と、A児 は 「バ ーベキ ューだって。」と笑いなが ら拾 った ドング リを切 り株 に乗せて

焼 くまねをす る。B児 、C児 も ドング リを動か し、 「焼 けま した。」 と教師に渡す。A児

も自分の焼 いた ドング リを教師に 「ど うぞ」と渡 し、教 師が食べ る様子を見 ると、 また ド

ングリを拾 いに行 く。

B児 が持 って きたカ ップに ドング リを入れて教師 に渡 す。教師はそばに落ちていた枝を

拾 って箸のよ うに使いなが ら 「おい しいね。」 と ドング リを食べ るまねをす る。B児 は落

ちていた松葉 を拾い 「これお箸 なの。」 と教師に見せ る。教 師はrBち ゃんのお箸 はそれ

なんだ。」 と答え る。その様子を見て、A児 は枝 を1本 拾い、カ ップの中の ドング リをか

き混ぜ なが ら教師を見 る。B児 は松葉では ドング リをっかむ ことがで きず、少 し離れた所

まで枝 を探 しに行 き、見っ けた枝を使 う。

教師が レジャー シー トを持 って来 る。A児 は 「私が 置 く。」 と教師か らシー トを受け取

って切 り株の横に敷 く。A児 は靴を脱 いで シー トの上に座 った り、 「行 って きます。」 と

言 って ドング リや落ち葉を拾 って持 って帰 って きた りを繰 り返す。

A児 が帰 って きたのを見て、C児 は 「お帰 り、お母 さん。」 と声をかけ、rCち ゃん は

お父 さんなのね。」 とA児 に言 う。それを聞いてA児 が 「ごはんを食べま しょう。今 日は

誕生 日なのね。 」と言 うと、B児 、C児 は 「はい。 」 と答え る。A児 は ドング リのた くさ

ん入 ったカ ップを切 り株の中央に置 き、ケーキに見立てて ろうそ くを吹 き消す まねを した

り、 「食べ ま しょう。」 と二人に声をか けた りす る。教 師が 「ケーキおい しいですか。」

と聞 くと、三人 とも教 師の方を見て 「おい しい。」 と言 う。

0
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〈考察 〉

〔経験 している内容〕

◎興味 ・関心

・教師や友達の姿を見て
、 ドング リ拾 いに関心を もっている。

・興味の対象 は
、始めの ドング リを集め ることか ら、教師の動 きをきっかけに ドングリを ご

ちそうに使 う見立てへ、 さ らに教師の シー トの提示 によって友達 と一緒に役 にな って動 く

ことへ と変化 している。

◎物 とのかかわ り

・ドング リを焼 く動作を繰 り返す など、見立てて遊ぶ楽 しさを感 じてい る。

・教師や友達の動 きに興味を もち
、自分で同 じような枝を探 し、自分な りの使 い方をす る。

・どんな枝が箸 に使 えるか分か って
、枝の大 きさや強さを考えて、教師に頼 らず 自分で探そ

うとする。(B児)

◎場 とのかかわ り

・教師の持 って きた シー トを 自分で敷 いた ことで
、 自分たちの場所 とい う意識を もち、そ こ

か ら出か ける、戻 って遊びの続 きをす るなど、安定 して 自分 な りの動 きを楽んでいる。

◎教師や他児 とのかかわ り

・教師のす ることに関心を示 し
、今 までの経験か らもr先 生は何か楽 しい ことをする。』 こ

とを期待 して 自分か らかかわ ってい る。

・教師や友達の ドング リを焼 く
、枝を箸 として使 うなどの動 きを見て、お もしろそ うだ と思

うと、それを 自分なりの動 きに取 り込んで表 している。

・C児 に 「お母 さん。」 と声をか け られた ことで、 自分な りに役 と しての動 きを しなが ら友

達 とや りとりす る楽 しさを感 じてい る。

・自分の言 ったr誕 生 日なのね
。』 とい う言葉を きっかけに、 カ ップをケーキに見立て る、

ろ うそ くを吹 き消すなどのイメージを表現 して友達 に働 き掛 ける楽 しさを感 じている。

〔この事例か ら考え られ る教師の役割〕

・ドングリを見立てて使 う動 きや、枝を箸 に使 う動 きなどモデルになる動 きを して、幼児が

自分 な りの動 きを しなが ら、遊びに広が りを もっ きっか けをっ くる。

・幼児の発想 や興味の変化 を見取 り
、その時 々のイメー ジにあ った言葉をかけて い く。

・レジャーシー トなどを出す ことで
、 自分たちが 一緒に遊ぶ場所 である ことがはっきりと分

か り、安定 して過 ごせ る場を幼児 と一緒 にっ くる。

・友達 と同 じよ うなイメー ジで動 くことを楽 しい と感 じるよ うにな
って きてい るので、友達

と一緒 とい うことを実感で きた り、簡単 なや り取 りを楽 しめた りす るよ うな言葉をかけて

い く。

・幼児が使いたいと思 った物を 自分で探 し
、同 じよ うな物が な くて も教師 に頼るだけでな く

自分 で工夫 した り、努力 した りしていることを十分に認 める。(B児 の姿か ら)
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(2)4歳 児

事例3興 味を もった遊びの中で、友達 とかかわ りなが ら自分 なりに動 く楽 しさを

感 じてい った事例 〔2年 保育4歳 児6月 中旬〕

A児 は、4両 っなが った段 ボールの電車の一番前に乗 り、まわ りの幼児の動 きを見なが

ら、保育室か ら廊下を通 って1周 し、教師のそばに くる。

教師が 「電車が来 ま したよ、お客 さん はい ませんか。」 と言 うと、三人の幼児が電車 に

乗 る。教師が 「運転手 さん、お客 さんが乗 ったみたいです よ、出発ですか?」 とA児 に言

うと、A児 はに こに こしなが ら動か し始 める。 トイ レの前でA児 が小 さい声で 「え き。」

と言 うと、お客の三人 は降 りる。

B児 が来て 「山手線 のせて。」と言 う。A児 は 「いいよ、乗 って いい よ。 」と言い、 自

分 は電車か ら降 り、離 れてB児 の様子を見る。B児 が電車か ら降 りて、行 って しまうと、

A児 はまた電車 に乗 り、新 しい客を乗せて何周か続 けて運転す る。

満員の電車 にB児 が 無理 に乗ろ うとす る。教師が 「あわてんぼですね、Bち ゃん、前 の

人が降 りてか らですよ。」 と言い、A児 に 「乗 ってい る人が降 りるか ら、電車を下 げて、

とま ります って言わない とね、運転手 さん。 」 と言 う。A児 は 「はい、 とまります。」 と

言 う。誰 も降 りず、4人 乗 りの電車に5人

が乗 る。A児 は 「走れない。」 と困 ったよ

うにつぶや く。C児 が 「本当は1人 ずっな

んだよ、 こら」 と後 ろのB児 に言 うと、B

児が 「うるさい」 とC児 に言い返す。

A児 は黙 って電車を動か し続ける。

A児 C児 B児 ・E児 F児

しば らく電車で遊ん だ後、A児 は数人の幼児が机 を囲み、いす に座 って小麦粉粘土遊 び

を してい るそば に行 く。

A児 は、教 師か ら小麦粉粘土を もらう。空 いてい るいすがあ るが座 らない。教師の近 く

に行 き 「いす持 って こよ うか な。」 とっぶや く。教師が 「いいわよ。 あなたのいす持 って

きた ら。」 と言 うが、A児 は動かない。教師が 「空 いているいす も座れ るの よ。」 と声を

かけ るが、そのまま立 っている。教 師が空いて いるいすを引いて促す と ぐるっと周 りを見

回 しなが ら座 る。

A児 は隣にいたD児 をち らりと見てか ら自分 の粘土を広げて伸ばす。A児 がD児 の顔を

のぞ き、笑いかけるがD児 は特 に反応 しない。A児 が粘土を机 に押 しっ けなが ら、D児 に

「こっち向いて。」 と言 う。D児 が 「こっち。」 と見 ると、A児 はに っこりと笑 う。

D児 が 「か して。」 と言いなが ら、A児 が使 って いた棒を取 る。A児 が 「今、使 って る

んだ よ、返 して。」 とD児 に言 うと、D児 は 「えい、や っ。」 と言いなが ら棒を上にあげ

る。A児 が 「返 してよ、早 く。」とD児 に言 うと、D児 が棒をA児 に返す。D児 が外を見

て 「あ っ、天気にな った。」 と言 うと、A児 は 「雨やんで きたね。」 と答え る。
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〈考察 〉

〔経験 して いる内容〕

◎興味 ・関心

・段ボールの電車の運転手にな って動 く姿、小麦粉粘 土へのかかわ りなど、周 りの環境 に目

を向け、関心を もってかかわ りたい気持ちを もっている。

◎生活

・ 「出発ですか?」 「止 まります って言わない とね。」などの教 師の言葉かけで、遊びや生

活 に必 要な言葉や動 きに気付いている。

・小麦粉粘土に興味を もちなが ら自分か ら動けず、教師のは っきりした指示で ようや く遊び

始め るな ど、安定で きる雰囲気がない と自分か ら動 き出せ ない。

◎人 とのかかわ り

・教師に運転手 と して の動 きを認 め られ ることで、 うれ しさを感 じ、教師への親 しみを感 じ

てい る。

・電車にお客が乗 るとに こにこ して動 くなど、自分の遊 びに友達がかかわ ることに楽 しさを

感 じてい る。

・一方、相手によ って は使 って いる電車をす ぐに貸 して しまった り、友達同士の トラブルが

あ って もかかわ らな い姿か ら、強い と感 じている幼児 や友達の トラブル に対 して、 どうし

た らよいのか分か らず、 自分の思 いを出せない こともあ る。

・D児 に対 しては、粘土遊びを しなが ら自分か ら働 きかけ、好 きな友達 に対 してはかかわ り

なが ら遊ぶ楽 しさを感 じている。

〔この事例か ら考え られる教師の役割〕

・A児 が 自分 か ら動 き出 している姿 を認め るとともに、いっ も教師がA児 の ことを見守 って

いることを伝え、安定 して動け るよ うにす る。

・A児 が したい ことを教師が受 け止め、言葉に して返す ことで 自分が したいことを意識づけ

る。

・安心 してかかわれる友達 と過 ごせ る場 や遊具、興味を もったことに安定 してかかわれ る場

や時間を保障 し、A児 な りのペ ースで友達 と一緒に遊ぶ楽 しさを感 じられるようにす る。

・遊びや生活 に必要な ことを具体的 に知 らせ、繰 り返 し経験 させ ることで、 自分か ら動 ける

ように してい く。

・様 々な友達 とのかかわ りの場面を見逃 さず、相手の気持 ちを伝えた り、 自分の気持 ちの表

し方を知 らせた りして、徐々に安心 して自分を出 しなが ら友達 とのっ なが りを感 じられ る

よ うに してい く。
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事例4友 達 と一緒 に自分の したいことを十分に楽 しんだ事例 〔2年 保 育4歳 児9月 中旬〕

幼 児 の 姿 分

①登園 して きたA児 は、保育室 の前の園庭で昨 日 したオ シ

ロイバ ナの色水遊びを他の幼児が してい る様子をに こに

こ しなが ら見 る。

②A児 はB児 を誘い、色水遊びの材料や道具を設定 した場

所 に、駆 け寄 る。

③A児 が色水を作 りなが ら 「今 日はいちごに しよ うかな。」

と言 うと、B児 が 「いいよ、 ジュース屋 さんね。」 と答

える。A児 は 「うん二人 の ジュース屋 さんね」 と笑 う。

④A児 は、 ビニール袋に水 と花を入れ、濃 さを見なが ら何

度 も指で押 し 「うわ 一きれい,」 と言 う。で きると口を

輪 ゴムで止め、 もう一っ作 り始 める。

⑤A児 は、B児 に 「二人の ジュースー緒 に しよ う。」 と言

って材料 テーブルの上 に一列に並べ る。

⑥テー ブルに置いた袋を他の幼児が触 った り、押 した りし

て中味が漏れ 出す。A児 は困 った顔 をす るが黙 ってい る。

⑦A児 が二 人の色 水を集 めて一 カ所 に まとめよ う とす る

と、袋を とめた輪 ゴムが はずれて色水が こぼれる。困 っ

た表情 にな り 「ああ。」 とため息をっ く。

,⑧教師が 「ちょっと触 るとこぼれ るね、二人の ジュースこ

れに入れ る?」 と透明バケツを渡す とA児 は 「これが い

い。 」 と袋の色水をあけ笑顔になる。 「い っぱいだね。

うわあ。」 と言 ってテーブルの上 に置 こうとして、その

はずみで他の素材を落 としあわてて拾 う。

⑨教師が 「テープル もい るかな?」 と別 に小 さいテーブル

を出す。A児 は牛乳パ ック、 カ ップ等 を並べ 「二人の ジ

ュース屋 さんだね」 と言い、泡たて器で赤 い色水をか き

混ぜ る。

⑩C児 が 、白粉で作 った牛乳をケースに入 れ、 「牛乳屋 さ

んだよ。」 と押 して くると、A児 はそれを もらい 「混ぜ

ち ゃお うか。」 と笑いなが ら泡たて器で混ぜ る。

⑪透明カ ップをお盆にな らべ、色水を入れ 「いちご ミル ク

だよ。 」 と言 って 「ゴクゴク。」 と飲む真似 をす る。オ

シロイバナの花や葉を色 水の上 に浮かべ、 ワゴンに並べ

「ここ冷蔵庫 なのね」 と冷やす しぐさをす る。

①(環)昨 日 した色水遊びを他

関心を示 している。

②(人)他 児の姿を見て、昨 日

を誘 って、 自分か ら遊 び始

②③(人)B児 と一緒 に遊びた

③(興)遊 びの中で、 したい こ

④(興)素 材 の扱い方が分か っ

る。

④⑤(環)材 料 テーブルをよ り

て いる。

⑤(人)B児 と一緒 に遊びたい

る。

⑥(人)他 の友達の動 きに困惑

ない。

⑦(環)狭 い場を使 うために、

たが、 うま くいかず、困惑

⑧(人)教 師が 自分の気持 ちを

示 して くれた ことで、遊 び

きた。

⑧(環)自 分の したいことを実

で利用す る。

⑨(環)教 師が新たに場を設定

の場所 のイメー ジが はっき

⑨(興)場 が変わ った ことで、

⑩⑪(人)友 達の言動か ら遊び

⑪(興)自 分 な りのイメージで

や りとり した りす ることを

⑪(人)自 分のイメージをB児

しなが ら、かかわ りを楽 し
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析

児が して いることに気付 き、

の遊びの続 きを しよ うと友達

めてい る。

い気持 ちが ある。

とが はっきりしてい る。

て、見通 しを もって試 して い

ど ころに して 自分な りに動 い

とい う気持ちで働 きかけてい

するが気持ちを言動に表わせ

自分な りに解決の方法を考え

す る。

分か って くれ、解決の方法を

への意欲を持続す ることがで

現で きる物を提示 され、喜ん

した ことで、自分 たちの遊び

りした。

イメー ジが具体的 になった。

の イ メ ー ジが 広 が って い る。

作 った り、物や場を見立てて

楽 しん でいる。

に伝 え、自分の したい ことを

んでい る。

経 験 し て い る 内 容

◎興味 ・関心

・したいと思 う遊 びが 自由にで きる道具、素材が 目の前にあ

ることで遊 びへの きっかけを 自分でつかんで いる。①

・先行経験を生か し、遊 びに見通 しを もって取 り組む安心感

を感 じて いる。②③

・園庭の 自然物を遊 びの中に取 り入れ ることで遊 びの幅を広

げている。③

・同 じ遊びをす る友達の 言動を取 り入れてい くことで、遊 び

が膨 らんで い くお も しろさを感 じて いる。⑩

◎人 とのかかわ り

・一緒 に遊びたい友達 に思 いを伝 えてい く心地良 さを感 じて

い る。③⑤⑩⑪

・一緒 に遊びたい友達の思いを受け止め、友達 とかかわ る楽

しさを感 じている。③⑧⑩⑪

・他児の思 いがけない言動が受 け止め られず、困惑 し不安な

気持ちになる。⑥⑦

・魅力的な動 きをす る他児の言動を遊 びに取 り入 れてい く楽

しさを感 じて いる。⑩

◎環境 とのかかわ り

・教師の提示 した道具を取 り入れ ることで遊びを続け られる

うれ しさを感 じてい る。⑧

・教師と一緒 に自分たちの場を作 る楽 しさを感 じている。⑨

・自分たちの場 所で したい遊 びに じっ くり取 り組む安心感を

感 じている。⑨⑪

・自分たちの場所で自分な りの遊びをす ることで遊びのイ メ

ージが膨 らむお もしろさを感 じて いる。⑨⑩⑪

・遊びの場が安定す ることで、 自分の したい遊びを十分 した

り、一緒に遊 びたい友達 とかかわる楽 しさを味わっている。

⑪
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〔この事例か ら考え られ る教師の役 割〕

あ っ!今 日も色水 して る

私 も しよ う っと

b

遊 びの中で 自分な りの 目的を もって、それを実現 して い くよ うにす るために b

さわる とこぼれち ゃう

せ ま くて困 ったな

一緒 に遊びたい友達 と一緒に
、 自分の したい ことが十分で きるようにす るために ⇒

私とBち ゃん

ふたりの場所ができた

ここは冷蔵庫なのね
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・幼児が興味 を もってかかわれ る色 水遊 びの材料や用具を提示す る
。材料は園庭の草花な ど幼

児が 自分で見付けて利用で きる物 、容器は作 った色水の色が見える透明の物 などを工夫す る。

・継続 して遊 びを楽 しむ姿が見 られるよ うになった ら
、数 日間 は保育室の前 など目に入 りやす

い同 じ場 に環境を設定 し、幼児が 自分か ら繰 り返 し遊べ るようにす る。

・幼児の姿か ら、遊びの興味が色水を作 ることか ら、作 った色水を使 って ジュース屋 さんをす

ることに変化 してい ることなどを とらえて、作 った色水を集め ることがで きる大 きさの透明

なバ ケツなどを提示す る ことによって、幼児が今 したい ことが実現で きるよ うにする。

その際、それぞれの幼児の技能に応 じて提示する物を工夫す る。

・同 じ場にいて も、それぞれの幼児の興味やイメー ジに違 いがあ ることを受け止め、幼児同士

がかかわ りを もちなが らも自分な りの目的を実現で きるよ うに、それぞれの幼児が している

ことを教師が言葉で確かめ、 目的に応 じて 自分 たちの遊 びが進あ られる場を確保で きるよ う

新 たなテーブルを提示す るなど して環境を再構成す る。

・直接のかかわ りは少 な くて も魅力的な友達の言動を取 り入れ ることで
、遊びが よ り楽 しくな

ることがあるので、学級の様 々な友達の動 きに目を向け、互 いを認 め合え る雰囲気づ くりを

日ごろか ら心掛 ける。

・一緒 に遊びたい友達 と場 を共有 して、それぞれが 自分の したいことを十分にす ることで友達

と遊ぶ楽 しさを感 じられるよ うに、遊 びの姿に応 じて安 定 して動 ける場や空 間を幼児 と共 に

つ くる。

・教師 も仲間 として遊びに加わ り、物 や場の見立てや遊びのイメー ジを言動に表わ した りして

遊ぶ楽 しさを共感 してい く。
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(3)5歳 児

事例5友 達を受 け入れなが ら自分の思いを実現 してい った事例 〔2年 保育5歳 児6月 〕

幼 児 の 姿

①A児 は、数人の友達 と新 しく入 ったいろいろなデザ インの ス

カー トを選び、はいてい るうちに、 「お姫様 ごっこ」をす る

ことになる。

②A児 は 「お姫 さま って馬 車 に乗 るよね。」 と大型 ブロ ック

の構 成が得意 なB児 を誘 い、二人 で大型 ブロ ックで馬車 を

作 る。

③馬車がで きるが、一人 しか乗れず、動かす とす ぐ壊れて しま

う。A児 は教師 に 「先生、 どうすればいい?」 と聞 きに行く。

④教師が、キ ャスター付 の板 と段ボール箱で作 ることを提案す

る。A児 たちはガムテープや はさみなどを準備 し、教師の動

きを しば らく見てか ら、板 を押 さえるなど自分で気が付 いた

ことを楽 しそ うに手伝 う。

⑤ お姫様 にな っていたC児(ち ょっと したことで泣 くことが多

い)が 絵を描いて持 って くると、A児 は 「それ は ここに貼 っ

て。」 と言 う。

⑥乗 り物 に くわ しいD児 が、馬車作 りに加わ る。A児 は馬車を

引 くひ もをD児 と一緒に探 し、rD君 は馬ね。 」と役を決め

る。

⑦馬車がで きると、みんなでテラスを走 らせ る。 「二人ずつ交

替で乗 る。」 とい うル ールができ、交替 して馬 車に乗 る。

⑧C児 が順番 に関係な く乗 ろうとす る。A児 は穏やかな声で

rCち ゃんは次だか らね。」 と声 を掛 ける。

⑨馬車を見て、4歳 児が 「乗 りたい。」 と集 まって くる。A児

は 「じゃあ、 あっちで待 って いてね。」 と待っ場所 を示 し、

順番 に乗せ る。

⑩次 々に4歳 児が並 び、長 い列がで きる。 しば らくして、A児

は 「私た ちがあん まり乗 って いないの に、年少 さんがいっぱ

い乗 りた いって言 うの。」 と大 きな声で泣 きなが ら教師の所

へ行 く。

⑫教師が 「今度乗せてあげ るね って、断 って もいいんだよ。」

と言 うと、A児 は馬車の所 に戻 って、4歳 児に 「明 日、また

乗せ てあげるね。」 と言 う。4歳 児が いな くなると、 自分た

ちの仲間で交替 しなが ら、繰 り返 し乗 って遊ぶ。

分

①(興)新 しく用意 された

②(興)お 姫様か ら馬車を

ちをはっきりともった。

②(人)B児 の得意 なこと

②(環)大 型 ブロックの扱

③(興)友 達 と一緒 に乗れ

通 りの物を作 りたい、

③(興)思 い通 りにな らな

④(人)教 師な らなん とか

る。

④(興)教 師の動 きをよ く

して いる。

⑤(人)C児 の動 きを受け

⑥(人)D児 の得意な こと

拒 まず、D児 の動 きを

⑥(人)自 分の考えを はっ

⑦(人)遊 びのルールを友

いる。

⑦(環)キ ャスターはテ ラ

る。

⑧(人)C児 の泣 くことが

安にな らないよ う、C

⑨(人)自 分 たちの遊 びを

歳児 には優 しくしよ う

⑩(人)予 想以上に4歳 児

分た ちが乗れ るか不安

⑩(人)4歳 児 には優 しく

ちも乗 ることを十分楽

い。

⑩(人)自 分 たちで解決で

⑪(人)断 り方が分か った

たちの遊びに集中 し、
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析

スカー トか ら遊びのイ メージを もっ。

連想 し、馬車 を作 りたい とい う気持

を知 って いる。

い方を知 ってい る。

るしっか りした馬車 とい うイメー ジ

とい う気持ちが強い。

いが、なん とか作 り上げたい。

して くれ るとい う期待感を もってい

見て、自分ので きることは しようと

入れている。

を知 っていて、遊びへ のかかわ りを

取 り入れている。

きり伝えてい る。

達 と共有 して、それ に従 って遊んで

スだ と動か しやす い ことを知 って い

多 いことが分か っていて、C児 が不

児 の気持ちに添 った対応 を している。

認あ られた ことに優越感 を感 じ、4

とい う気持ちが ある。

が多 く来たので、 いつにな った ら自

にな る。

しなければ とい う気持 ちと、 自分た

しみたい という気持 ちを調整できな

きないので、教師に解決 して ほ しい。

ことで、それを伝え、安心 して 自分

友達 と一緒に遊 びを楽 しむ。

経 験 し て い る 内 容

◎興味 ・関心

・自分たちの しよ うとす ることがは っき りしている。

00

・思い通 りにな らな くて もあ きらめず、試行錯誤 しな

が ら作ろ うとす る。④

・教師の動 きを見て、見通 しを もっ。④

・しよ うと した ことを実現 した満足感を感 じる。⑦⑪

◎ 環境 とのかかわ り

・新 しい環境か ら遊 びのイメージをふ くらませ る。①

・経験を生か して、材料や場 を選ぶ。②⑦⑨

・目的に応 じて必要 な物が分か り、 自分 たちで準備す

る。④

◎教師 とのかかわ り

・自分 たちで解決で きない問題の解決を教師に求め る。

●●

・教師の動 きか ら、 自分たちでで きることを考 えて、

自分か ら動 く。④

◎友達 とのかかわ り

・自分の したいことを実現で きる友達を誘 う。②

・一緒に遊んでい る友達 に思いや考えを伝えなが ら、

イメー ジを重ねた り、遊びのルールを作 る。

00000

・遊びにかかわ って きた友達 に思いや考えを伝え、相

手の ことをよ く分か って動 きを受 け入れ る。

oO●

・4歳 児 の ことを受 け入れよ うと対応す る。⑨

・4歳 児の要求 と自分たちの したいこととの調整がで

きず困惑す る。⑩

・自分の思 いを受 け入れ られた ことを感 じる。⑤⑥⑪

・自分 たちの遊びを認め られた喜びを感 じる。⑨
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〔この事例か ら考え られ る教 師の役割〕

環境にかかわ って自分た ちで遊 びのイメージを実現 してい くため に

・作 りたい物のイメージをは っき りもって いて も、実現で きそ うにない場合 は、困難

な点を見極め、様 々な方法が あることを知 らせ てい く。

・どこに問題があ るか に気付 くよ うな言葉をかけた り、 これまでの経験 を生か して 自

分 たちで進 め られ る新 しい方法や材料を提示 した りして、次か らは自分たちで解決

で きるようにす る。

様 々な友達のよさを受 け入れなが ら、一緒に遊 びを進 めて いけ るよ うにす るために

・一緒 に遊びたい友達 、互 いの気持 ちや動 きを受け入れ られ る友達 とのっなが りを生

か しなが ら、友達 とのかかわ りを広げてい く。

・遊びや生活の中で それぞれの幼児のよさが発揮 されてい る姿を と らえて、他の幼児

も気付 くように伝えてい く。

・自分 の したい ことを実現 して い くためには、どの ように表現 した ら相手 に受 け入れ

られ るか気付け るよ うに、相 手の気持ちに添 ったかかわ りを して いる姿を認 めてい

くとともに、 自分 の思 いや考 えが受 け入 れ られた喜 びに共感す る。

・教師 も遊びの仲間 と して参加 し、友達の思いや考えを受 け止めた り、認めた りす る

ことで、遊びが楽 しくな ってい く姿 に共鳴す る。

葛藤 やっ まず きを乗 り越えて、友達 と一緒にや り遂げた満足感を味わわせ るために

・イメージを実現で きないでっ まずいてい る場面では、 自分たちで遊 びを進めていこ

うとす る意欲 を受け止めた上で、実現 したいイメー ジと先行経験 や現在の技能 とを

見定 めて、 自分た ちでで きる方法や材料を提示 した り、必要な援助 を した りする。

・他の幼児(4歳 児)が かかわ って きた ことで、 自分たちの遊 びが進め られない場合

は、 自分 たちで解決で きない ことへの困惑 した気持 ちを受 け止め、安心 して 自分 た

ちの遊びを楽 しむための解決の具体的な提案をする。その際、 「明 日は年少 さん も

大喜 びだね。」な ど、他 の幼児を拒否 していないことを認め る。

・自分 たちのイメージを実現 して遊びを楽 しんで いる姿を認あ、遊 びやすいよ うに場

を選んだ り、順番を決めて交替す るなど遊び方を考えた りした ところを取 り上げ、

自分たちでや り遂 げた とい う満足感を十分に味わわせ る。
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事例6自 分の よさに気付 いて 自信を もち、友達 と一緒 に遊びを進めた事例

〔2年 保育5歳 児10月 〕

A児 は、 これまで 自己主張が強 く、遊 びの中で友だちを思 い通 りに しようとして、いっ

の間 にか仲間がいな くな って しまうことがあ った。

A児 を含め3人 の男児が、 ライ ンサ ッカーを始 めようと学級の友達 に声をかける。 しか

し、なかなか友達が集 まらず、教師に相談 に来る。教師は大勢でや りたい気持 ちを受け止

あた上で、 「硬いボールだ といやな子 もいるか もしれ ないね。 それにまだ自分の したいこ

とが あるん じゃないか な。」 と答え る。

A児 は柔 らか いボールを使 うことを提案 し、他の遊びを している友達には 「終 わ った ら

来てね。」などと働 きか け、教師に大勢が集 ま りそ うな ことを笑顔で報告に来 る。教師 は

「よか ったね。友達がい っぱいい る方がお もしろいよね。」 と答 える。

A児 たちが園庭 に出ると、誘われた幼児 もボールや得点板 を持 っていっ もサ ッカーをす

る場所に集 まり、それぞれにボールをけ り始める。A児 はチームを決めよ うと声をかけ る

が、それぞれの幼児が 自分 の考えを言い、なかなか決 まらない。

A児 が困 った顔で教師を見 ると、教師は 「こまったねえ。」 とっぶや く。A児 が 「おれ

が決めていい?」 とみんなに声をか けると、他の幼児 も集 まって くる。A児 は、サ ッカー

が あまり得意でない友達を 自分のチームに入れ るな ど、両チームの力が同 じぐらいになる

ようにチーム分 けをす る。

ライ ンサ ッカーが始 まると、 どの幼児 もボールを止める、 ける、ゴールをね らうな どそ

れぞれが一生懸命 に動 く。柔 らかいボールを使 ったのでけ りやす くな り、 キ ックカの弱い

幼児 もゴールを決める。教師は、 それぞれの幼児 の動 きを見なが ら、 「ナイスキ ック。」

「ナイス ゴール。 」などと声 をか ける。

A児 はゴールキーパ ーにな ると右 に左に走 ってボールを とる。他児がrA君 す ごい。」

と言 うと、教師 もA児 に 「今 日の動 きは一段 といいね」 と声をかける。A児 は自分 のチー

ムが負 けて くると、 「キーパー代わ って。」 と言 って他児 と交替 し、 ゴールをね らう。A

児 は自分が動 きなが ら、他児の動 きを見て 「○ ちゃんボールを止め るのが じょうずだね。」

と自分 のチームの幼児に声 をか ける。 どの幼児 もます ます張 り切 って動 く。

試合が終わ ると 「A君 す ごいね。A君 と同 じチームにな りたい。」 と友達に言われ、恥

ずか しそ うに しなが らも満足そ うな表情 を見せ る。

「みんなでや って、ライ ンサ ッカーとって も楽 しか ったね。」 と教師が話 しかけ ると、

A児 は 「うん、 もう1回 や ろう。」 と息を弾 ませなが ら友だちを誘 う。

◎ 一
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〈考察〉

〔経験 している内容〕

◎興味 ・関心

・A児 は、大勢の友達 と一緒に ライ ンサ ッカーを楽 しみたい、というは っきりと した 目的を

もってい る。

◎生活

・得点板 ・ボールなど遊びに必要な ものを 自分たちで用意 し、遊びの進め方が分か って 自分

達 で遊 びを進めよ うと している。

・A児 は、教師の助言 によって、友達の誘 い方、待つな どのタイ ミングに気付 いている。

◎環境 とのかかわ り

・ライ ンサ ッカーをする場所が学級の中で定着 し、参加 したければ そこに行 けばよいことが

分か ってい る。

・これまでの遊びの中で、ボールの固 さによって飛ぶ距離が違 うことを知 ってい る。

・それぞれの幼児がサ ッカーのルールを理解 し、ボールをける、追 いか ける、止めるなどの

自分な りの動 きを楽 しんでいる。

◎人 とのかか わ り

・これ まで 自己主張が強 く、友だちを思い通 りに しよ うと して仲間が離れて いった経験のあ

るA児 が、 「大勢の友達 と一緒 に楽 しみたい。」 とい う気持ちを強 くもち、友達 に参加 し

て もらうための誘 い方 や遊 びを円滑 に進めてい くたあの働 きかけ方 などを どのよ うにすれ

ばよいか教師の援助を得なが ら気付 き始めてい る。

・A児 は、友達 と一緒 に遊びたい気持 ちを教師に伝え、受 け止め られ た ことが心 の支え とな

り、遊 びへの意欲 を持続 して 自分な りに考えて友達 に働 きかけてい る。

・A児 は、教師が友達を励 ま している様子を見て、それをモデルと して友 だちにア ドバ イス

した り、友達の動 きを認 める言葉をかけ、友だ ちのよさを言葉で相手に伝 えることでみん

なが楽 しくなる ことを感 じ取 っている。

・友達 と一緒に楽 しく遊びたい とい う思 いを実現 し、教師が共感す ることで、友達 とのっな

が りを感 じ、 自信 を もって友達 と遊 びを進めよ うとしている。

[この事例か ら考え られ る教師の役割]

・友達 とのか かわ り方の課題をA児 自身の力で解決 していかれ るよ うな助言 を し、 自信を も

て るようにす る。

・大勢の友達 と一緒 に遊びたいのに、 なかなか参加 して くれ ない といった幼児 の欲求 と現実

との葛藤の内容 を的確に読 み取 り、相手の状況に添 って誘 うな どの具体的な手立てを助言

し、幼児 自身が解決 し自己実現で きた充実感を得 られ るよ うにする。

。A児 だけでな く、他の幼児 に も遊びの満足感を得 られ るよ うにする ことが、A児 の 自己実

現 につなが ってい くことか ら、それぞれの幼児が夢中にな って遊べ るよ うな励 ま しの言葉

やルールの確認、動 きを認め る言葉な どをかけてい く。 また、そのよ うな援助が、友達 と

互いの よさを認 あ合え るモデル となるようにす る。
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皿 まとめと今後の課題

1幼 児が夢 中にな って遊び、自信を もって行動するための教師の役割 について

事例を分析 ・考察 した結果、3ペ ー ジに も述べたよ うに幼児 は次のよ うな過程を経て、夢

中にな って遊ぶ 中で 自信 を もって行動 してい くようになることを確認 した。

幼児は興味 ・関心を もった ことに自分か らかかわ って遊 び出し、その幼児な りの目的を も

って遊ぶ 中で、実現す る喜びや葛藤 などいろいろな体験 を しなが ら遊 びが充実 してい く。 そ

して、満足感や充実感を味わい、 自己肯定感 ・自己有能感 を もち、新 たな意欲を もっ ように

なる。 こうした経験 を積み重ねてい く中で、幼児は様 々な課題 を乗 り越 え自信を もって行動

で きるようになる。

そこで、教師 はその幼児の発達 に必要な経験を見極めなが ら、幼児 自ら課題や目的を見付

け、乗 り越え る力を身に付 けていけるよ うな援助を してい くことが大切である。教師の役割

と して次の三っ の項 目にまとめた。

◎ 幼児が 自分か ら遊び出 してい くようにす るための教師の役割

o幼 児が安心 して 自分を出せ るように、まず教師との信頼関係を しっか りと築 く。

特に、幼児が緊張感や不安感を もつ ときには、あ りのままの姿を受 け止め、不安な要素を

取 り除 き、安心感が もて るものを一緒 に探すなど、幼児 の心 に寄 り添 う存在 としての援助

が必要である。

oそ の幼児 にとっての環境の もつ意味を探 り、教 師の動 きや他児 との関係 ・空間 ・雰囲気 な

ど、安心感のある環境 を保障 し、幼児が 自ら環境に働 きかけてい く姿を待っ。

幼児 の心の動 きを把握 し、励ま し、認め る教師の受容的なかかわ りが、幼児の 自分か ら環

境 に働 きかけよ うとす る気持ちを支え る。体 は動 き出さな くて も、周 りの様子を見て心を

動か している姿 を受 け止め、共感 して い く教師の姿勢が大切であ る。

o幼 児は、以前に経験 して楽 しか った ことや よ く知 ってい る内容 には、安心感を もって 自分

か ら動 き出す ことが多い。そ こで、前 日までの遊 びの理解 と予想 に基づ いて、先行経験 を

生かせ るよ うに材料 ・素材 ・遊具 ・場 な ど環境を構成す る。

oそ れぞれの幼児の思いやイメー ジに応 じて、新 しい材料や素材 を提示す る、遊びの場に変

化を もたせ るなど、幼児がや ってみたい と思 うような魅力的な環境づ くりをす る。

特 に、遊 びの中で楽 しい雰囲気をか もし出す教師 自身の動 きや言葉が重要 な環境 となる。

◎幼児が遊ぶ楽 しさを感 じ、遊びが充実 してい くようにす るための教師の役割

o一 人一 人が 自分の思 いやイメージを出 し、その幼児な りのペー スで じっ くり繰 り返 し楽 し

めるよ うに時間や場を保障す る。

o特 に3歳 児や4歳 児には、教師が一緒 に遊びを楽 しむ中で、場の作 り方や使い方 ・新 しい

用具や材料や素材な どの使い方 などを知 らせ る、幼児のイメージを受 け止め、な りきって

動 いた り見立てた りするな ど、遊 びがよ り楽 しくなる援助を工夫す る。

幼児が 自 ら必要 な ものを選んだ り、考えた りで きるよ うに環境 を構成 してい くことが大切

であ る。

o幼 児 の環境 にかかわ って遊ぶ姿か ら興味 ・関心を とらえるとともに、遊びを進め る中で変

化 してい く興味 ・関心 に応 じて、柔軟 に環境を再構成 してい く。
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また、幼児が楽 しんでい ることに教師が共感 し、認め る言葉をかける ことで、幼児 は遊び

の意図や 目的をは っきり意識す るよ うにな り、 目的を追求 して い く中で遊びが よ り楽 しく

な ってい く。

o幼 児が遊 びの中で 目的を実現する喜びを感 じてい くように、一人一人の幼児の思いを汲み

取 り、必要な技術的な援助や ヒン トとなる言葉がけを し、励ま した り認めた りしなが ら、

で きた喜びに共感 してい く。

小 さな ことで も、遊 びの 中で一っ一っ実現で きた経験を積み重ねてい くことが大切である。

o友 達 と互いに思 いを出 し合い、受 け止め合い、刺激を受 け合 うかかわ りが、遊 びを深め、

広げて い くので、教師は一人一人の幼児の動 きや言葉を認 め、幼児が 自分の思 いを出す楽

しさや受け止め られ る喜びを感 じていけるよ うにす る。

さ らに、 自分の考 えを出すだけで な く、相手の話 を聞 き、一緒 に進めてい くことで遊びの

楽 しさを味わ う経験がで きるように援助をす る。

o幼 児 は遊びの中で様 々な経験をす る。問題 とな ることが起 きた とき、その幼児に とっての

意味を考え、遊びの充実や幼児 自身の成長 にっなが るように してい く。

問題解決のモデル と して教師の動 きを示 した り、問題が どこにあるか気付かせ る言葉をか

けた り、解決の ヒン トを知 らせ乗 り越えてい く過程 を見守 った りして、幼児が 自分の力で

課題 を乗 り越えて いけ るよ うにす る。

幼児の欲求 と現実 との葛藤 の中での心の動 きをと らえ、認め、励ま して い く教師の存在が

大切である。

◎幼児が満足感を味わ い、 自己肯定感や自己有能感 を感 じて、新たな意欲 をもてるようにす

るための教師の役割

o自 分な りの 目的を実現 した達成感や満足感 に共感 し、 自分のよさを感 じていけるよ うに、

遊 びの中での幼児の努 力や工夫など十分に認 める。

また、幼児が遊びの中で経験 した ことを、 自分の成長 として気付 いていけるように、言葉

に して伝えてい くようにす る。

o学 級の中で一人一人が 自分の 力を発揮 し、互いに認め合える関係をつ くってい くために、

課題を乗 り越え ようと した り、思いを実現す るために葛藤 した りす る友達の真剣な姿に 目

を向けるよう言葉をかけ る。

そ して、友達の成長を感 じ、互 いに相手の もつよさを認めて生か してい くような雰囲気や

機会 ・場面を意識 してつ くってい く。

こう した援助の積 み重ね によ って、幼児 は次第に友達 とのっ なが りの中で、周 りの状況を

受け止め、 自分 らしさを発揮 し自信を もって行動す ることがで きるようになる。

2今 後の課題

研究を通 して、幼稚園生活において教師は幼児の発達に応 じて広範かつ様々な役割を果た

す ことが必要であり、またそれが幼児の発達を促す上で重要な意味をもつことを改めて確認

できた。今後は、本研究の成果を生か して実践を積み重ねていく中で、それぞれの園の実態

に沿った具体的な教師の役割をさらに追究 していきたい。
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